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交
流
の
回
廊

さ
と
や
ま
に

観
る
未
来

　

幸
田
町
の
里
山
は
、
人
と
自
然
が
長
い
時

間
を
か
け
て
育
ん
で
き
た
「
暮
ら
し
の
原
点
」

で
あ
り
、「
未
来
を
つ
く
る
資
産
」
で
す
。
薪

炭
材
や
山
菜
、
水
の
恵
み
を
受
け
な
が
ら
生

き
た
先
人
の
知
恵
と
、
田
畑
・
た
め
池
・
社

叢
と
い
っ
た
文
化
的
景
観
が
織
り
な
す
里
山

は
、
町
の
将
来
像
で
あ
る
「
緑
住
文
化
都
市
」

と
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
の
理
念
を
支
え

る
大
切
な
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

幸
田
町
で
は
平
成
元
年
か
ら
転
入
急
増
し

た
大
企
業
従
業
員
が
定
年
退
職
を
迎
え
て
お

り
、
そ
の
受
け
皿
・
居
場
所
づ
く
り
と
健
康

増
進
の
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
里
山

を
活
か
し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
将
来
に

お
け
る
コ
モ
ン
ズ
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に

し
健
康
寿
命
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
５
・
６
年
度
の
報
告
書
で
は
、
町
内

の
里
山
林
道
、
エ
コ
ト
ー
ン
の
豊
か
さ
を
紹

介
し
、
生
涯
現
役
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
踏

ま
え
た
循
環
型
社
会
の
担
い
手
と
し
て
の
里

山
の
役
割
を
整
理
し
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
は
、
幸
田
町
の
里
山
が
持
つ

価
値
を
「
町
内
外
と
の
共
生
」「
交
流
人
口
・

関
係
人
口
の
拡
大
」
と
い
う
視
点
か
ら
再
整

理
し
、
国
道
23
号
バ
イ
パ
ス
沿
線
の
里
山
を

新
た
な
”交
流
の
回
廊
“と
し
て
捉
え
る
挑
戦

を
提
言
し
ま
す
。

　

地
域
に
住
む
人
だ
け
で
な
く
、
訪
れ
、
関

わ
り
、
と
も
に
活
動
す
る
人
々
が
増
え
る
こ

と
で
、
里
山
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様
な
価

値
を
生
み
出
し
ま
す
。
本
報
告
書
は
、
そ
の

未
来
へ
の
一
歩
を
示
す
も
の
で
す
。

は
じ
め
に

１

関係参考資料
第６次幸田町総合計画
令和４年度幸田町地域高年齢者就業機会確保計画
令和６年度幸田町SDGｓ未来都市計画
令和６年度幸田町住民意識調査
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日
常
を
降
り
て
里
山
へ「
よ
り
み
ち
」
し
ま
せ
ん
か
。

「
ビ
ヨ
ン
ド
（B

eyond

）」
と
は
、「
超

え
る
」「
そ
の
先
へ
進
む
」
と
い
う
意
味
を

持
つ
言
葉
で
す
。

「
ビ
ヨ
ン
ド 

サ
ト
ヤ
マ
」
と
は
、
里
山
を

保
全
や
管
理
の
対
象
と
し
て
の
み
捉
え
る
従

来
の
考
え
方
を
超
え
、
人
と
自
然
が
共
に
響

き
合
い
、
新
た
な
価
値
が
生
ま
れ
る
場
と
し

て
再
定
義
す
る
考
え
方
を
指
し
て
い
ま
す
。

ビ
ヨ
ン
ド 

サ
ト
ヤ
マ
と
は
？

34

Shinka

進
化

真
価

深
化

里山に関わることで、自分自身
の感性がアップデートされる。

便利さの裏に隠れ
ていた、人間本来
の本当の価値。

自分自身や地域社会と
の繋がりが、より深く
濃くなっていく。

すべてを包括した、
幸田町が大切にする
「心の豊かさ」。

Inner  Va lue

Tr u e  va l u e

E vo l u t i o n  /  U p d a t e

D e e p e n i n g

Beyond Satoyama
“Shinka”の図

vol.1 では里山の魅力や資源的価値を伝え、
vol.2 では町内各地の里山の魅力を深掘りし、その活用方を模索。
本vol.3では、vol.1,2 を振り返った上で里山との共奏、未来像を描き、
現代を生きる我々に対して問いを投げかけています。

里山ウェルビーイング報告書の3部作について

国道23号バイパス幸田須美インターを挟み須美北山を望む

里
山
を
保
全
・
維
持
さ
れ
る
「
守
ら
れ
る

場
所
」
か
ら
、新
し
い
価
値
が
「
生
ま
れ
る
」

共
奏
の
場
所
へ
。

こ
れ
ま
で
里
山
は
人
の
都
合
に
合
わ
せ

て
”管
理
“さ
れ
る
べ
き
場
所
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
幸
田
町
が
掲
げ
る
「
ビ
ヨ
ン
ド 

サ
ト
ヤ
マ
」
は
そ
の
認
識
を
鮮
や
か
に
超
え

て
い
き
ま
す
。

里
山
は
管
理
す
べ
き
も
の
と
い
う
認
識
を

い
っ
た
ん
忘
れ
、
五
感
で
触
れ
て
み
る
。
す

る
と
人
と
自
然
が
一
体
と
な
っ
た
よ
う
に
感

じ
、里
山
の
持
つ
”真
価
“に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

効
率
や
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
優
先
さ

れ
る
管
理
社
会
か
ら
少
し
だ
け
離
れ
て
、
里

山
へ
「
よ
り
み
ち
」
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

た
だ
目
的
地
へ
急
ぐ
の
を
や
め
て
、
自
分
の

足
で
地
面
を
感
じ
、
鳥
の
さ
え
ず
り
や
葉
音

に
耳
を
澄
ま
し
て
み
る
。
す
る
と
日
常
の
中

で
忘
れ
か
け
て
い
た
感
性
が
少
し
ず
つ
甦
っ

て
き
ま
す
。”競
争
“か
ら
”共
奏
“へ
の
昇
華
。

里
山
を
歩
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
と
き
、
幸

田
町
を
貫
く
国
道
23
号
バ
イ
パ
ス
の
側
道
は

里
山
と
町
全
体
を
結
ぶ
「
交
流
の
回
廊
」
へ

と
姿
を
変
え
、
自
然
と
人
、
人
と
人
の
縁
を

結
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
の
回
廊
を
歩
く
一
歩
一
歩
に
は
予
期
せ

ぬ
自
然
の
息
遣
い
や
、
人
と
の
温
か
な
触
れ

合
い
が
満
ち
て
い
ま
す
。
そ
の
「
偶
然
と
の

共
奏
」
が
私
た
ち
の
閉
じ
て
い
た
感
性
を
呼

び
覚
ま
し
、
心
地
よ
い
刺
激
と
安
ら
ぎ
を
与

え
て
く
れ
る
の
で
す
。

そ
こ
で
見
つ
か
る
の
は
、
数
字
や
経
済

的
な
価
値
で
は
量
る
こ
と
の
で
き
な
い
、

自
分
自
身
の
内
面
か
ら
湧
き
上
が
る
無

量
の
喜
び
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
「
心
価
」

と
呼
び
ま
す
。

里
山
と
い
う
舞
台
を
通
じ
て
、
一

人
ひ
と
り
の
心
の
豊
か
さ
や
満
足
度

の
指
標
と
し
て
の
心
価
が
高
ま
り
、

街
全
体
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が

”深
化
“し
て
い
き
ま
す
。「
ビ
ヨ
ン

ド 

サ
ト
ヤ
マ
」
と
は
里
山
を
尊

重
し
、
そ
の
資
源
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
私
た
ち
の
生
き
方
そ

の
も
の
を
よ
り
豊
か
に
”進
化
“さ

せ
て
い
く
試
み
な
の
で
す
。

「
い
く
ら
稼
い
だ
か
」
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
「
ど
れ
だ
け

心
が
動
い
た
か
」
と
い
う
価

値
観
、
幸
福
の
基
準
を
他
人

や
社
会
任
せ
に
せ
ず
、
自
分

の
中
に
見
つ
け
る
。
そ
れ
が

「
人
の
心
に
木
を
植
え
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分

の
心
で
感
じ
と
っ
た
も
の

こ
そ
が
「
心
価
」
と
な
る

の
で
す
。

ア
ッ
プ
デ
ー
ト

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

超Beyond

   Satoyama

心
価

人
の
心
に

   

木
を
植
え
る
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鷲田神明宮より東海道線と東海道新幹線、水晶山を望む

地
区
ご
と
の

特
性
と
価
値

幸
田
町
の
原
風
景

幸
田
町
の

よ
い
と
こ
ろ
は

2

❺ 遠望嶺線

里
山
は
「
自
然
の
ま
ま
」
で
は
な
く
、
人

の
手
が
入
る
こ
と
で
新
た
な
景
観
や
生
態
系

を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
薪
炭
林
の
更

新
、
落
ち
葉
堆
肥
の
循
環
、
た
め
池
整
備
、

社
叢
の
保
護
な
ど
、
人
と
自
然
が
響
き
合
う

営
み
が
、
今
日
の
豊
か
な
里
山
風
景
を
形
づ

く
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
原
風
景
は
、
幸
田
町
が
掲
げ
る
「
緑

住
文
化
都
市
」
の
理
念
と
密
接
に
結
び
つ
い

て
お
り
、
さ
ら
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」

と
し
て
、
森
林
・
水
・
文
化
を
未
来
へ
つ
な

ぐ
持
続
可
能
な
取
組
の
基
盤
と
な
っ
て
い

ま
す
。

地
区
ご
と
に
異
な
る
景
観
・
文
化
・
歴
史

は
「
幸
田
町
ら
し
さ
」
を
構
成
す
る
大
切
な

要
素
で
す
。

昭
和
40
年
代
に
整
備
さ
れ
た
、
幸
田
町
の

林
道
は
、
地
理
的
に
も
魅
力
的
な
配
置
を

持
っ
て
い
ま
す
。
町
の
中
央
を
南
北
に
走
る

Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
を
は
さ
ん
で
、
東
側
に
20

本
、
西
側
に
８
本
、
合
わ
せ
て
28
本
の
林

道
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
12
本
は
現
在
歩
行
が

可
能
で
す
。
東
側
で
は
、
北
北
東
の
京
ヶ
峯

線
❶
が
新
住
宅
地
「
幸
多
の
杜
」
に
隣
接
し
、

新
し
い
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
発
展
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
北
東
の
一
之
小
屋
線
❷
は
全

線
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ
れ
、
初
心
者
で
も

安
心
し
て
里
山
歩
き
を
楽
し
め
る
ル
ー
ト
で

す
。
丸
山
線
❸
と
会
下
線
❹
は
、
幸
田
町
民

会
館
や
会
下
池
な
ど
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
場

所
を
経
由
し
、
平
坦
な
道
と
急
峻
な
山
道
が

交
互
に
現
れ
る
こ
と
で
、
里
山
の
多
様
な
表

情
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
遠

望
嶺
線
❺
か
ら
鷲
ヶ
峯
線
❻
に
至
る
一
帯
は

三
河
湾
国
定
公
園
内
に
位
置
し
、「
幸
田
町

健
康
の
道
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
三
河
湾
を
望
む
展
望
や
、
た
め
池
や
谷

筋
の
エ
コ
ト
ー
ン
を
体
感
で
き
る
こ
の
エ
リ

ア
は
、
幸
田
町
の
林
道
の
中
で
も
最
も
大
き

な
可
能
性
を
秘
め
た
地
域
で
す
。

　

幸
田
町
の
里
山
は
、
森
林
・
た
め
池
・
社
叢
・

田
畑
が
連
続
し
、
人
の
営
み
と
自
然
が
共
鳴
し

な
が
ら
形
づ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

過
去
10
年
の
幸
田
町
住
民
意
識
調
査
報
告
書

に
お
け
る
幸
田
町
の
よ
い
と
こ
ろ
は
？
の
問
い

に
お
い
て
「
緑
や
川
な
ど
の
自
然
環
境
が
豊
か
」

の
回
答
が
全
世
帯
・
全
小
学
校
区
に
お
い
て
５

割
以
上
を
占
め
て
連
続
１
位
で
し
た
。

（
令
和
６
年
度
調
査
で
は
５
９
．
４
％
）

交
通
の
便
が
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

無
回
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

そ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

教
育
環
境
が
よ
い

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る

　
　
　
　

文
化
に
親
し
む
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　

  

就
業
の
機
会
が
豊
富
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

災
害
に
強
い

　

  

医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
る

  　
　
　

  

子
育
て
が
し
や
す
い

  

地
域
で
の
人
間
関
係
が
よ
い

緑
や
川
な
ど
の
自
然
環
境
が
豊
か

買
い
物
が
便
利

治
安
が
よ
い

公
園
や
緑
地
が
多
い

令
和
６
年
度 

第
24
回 

幸
田
町
住
民
意
識
調
査
報
告
書

図 

29 

幸
田
町
の
よ
い
と
こ
ろ
は
（
複
数
回
答
）

37.6%

28.5%

18.2%
15.8%

14.4%

13.6%

5.6%

4.5%

4.2%

3.5%
3.3%

3.0%

4.0% 4.9%

問
Question

59.4 %

坂 

崎

小
学
校
区

幸 

田

小
学
校
区

荻 

谷

小
学
校
区

深 

溝

小
学
校
区

豊 

坂

小
学
校
区

中 

央

小
学
校
区

1

2

5

3

4

6

笹口線

下田線

伐岩線

福地線三ヶ根山
登山道

（三ヶ根線）

ほどよい勾配と

カーブで軽快

林道サイクリング！
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こ
こ
で
い
う
エ
コ
ト
ー
ン
と
は
、
生

態
学
に
お
い
て
「
異
な
る
環
境
が
連
続

的
に
推
移
し
接
し
て
い
る
場
所
」
を
指

し
、
た
と
え
ば
陸
域
と
水
域
、
森
林
と

草
原
な
ど
の
境
界
部
分
を
意
味
し
ま
す
。

幸
田
町
の
林
道
沿
い
で
は
、
こ
の
よ
う

な
環
境
の
移
り
変
わ
り
が
至
る
と
こ
ろ

で
見
ら
れ
、
季
節
ご
と
に
変
化
す
る
植

物
や
生
き
も
の
の
姿
を
間
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
エ
コ
ト
ー

ン
の
豊
か
さ
は
、
自
然
観
察
や
環
境
学

習
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
多
様
な
活
動

の
場
と
し
て
、
幸
田
町
の
里
山
林
道
の

魅
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
西
側
の
林
道
群
も
個
性
豊
か

で
す
。
野
場
地
区
の
宝
谷
池
を
通
る
水

晶
山
線
❼
は
、
起
伏
が
少
な
く
穏
や
か

な
林
道
で
、
四
季
折
々
の
水
辺
と
森
の

移
ろ
い
を
楽
し
め
ま
す
。
六
栗
西
山
線

（
計
画
中
）❽
は
、
市
街
地
や
新
幹
線
、

国
道
を
見
下
ろ
す
緩
や
か
な
等
高
線
沿

い
の
道
で
、
町
全
体
を
一
望
で
き
る
新

た
な
散
策
路
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

須
美
南
山
１
号
線
❾
は
、
道
の
駅
「
筆

柿
の
里
幸
田
」
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
し
や

す
く
、
観
光
と
里
山
体
験
を
つ
な
ぐ
ル
ー

ト
で
す
。
ま
た
、
三
ヶ
根
線
は
三
河
湾

国
定
公
園
内
を
通
り
、
山
頂
へ
と
続
く

美
し
い
林
道
で
、
自
然
と
文
化
を
感
じ

る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
魅
力

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
林
道
は
、
木
材
搬
出
や
山
林

管
理
を
支
え
る
基
盤
で
あ
る
と
同
時
に
、

整
備
や
活
用
の
仕
方
次
第
で
、
町
の
将
来

を
支
え
る
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
可
能

性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ル
ー
ト
と
し

て
の
活
用
は
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
や
観

光
客
の
誘
致
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

森
林
セ
ラ
ピ
ー
や
環
境
教
育
の
場
と
し
て

整
備
す
れ
ば
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
い
世
代
が
自
然
に
親
し
み
、
学
び
、

癒
や
さ
れ
る
拠
点
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

防
災
面
で
は
林
道
が
避
難
路
や
救
援
路
と

し
て
機
能
し
、
地
域
の
安
全
を
支
え
る
役

割
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
幸
田
町
の
林
道
は
地
域

全
体
に
広
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
景

観
や
体
験
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

地
域
住
民
や
学
生
、
来
訪
者
が
協
力
し
て

整
備
や
利
用
を
進
め
れ
ば
、
里
山
の
保
全

と
観
光
、
健
康
、
教
育
が
一
体
と
な
っ
た

持
続
可
能
な
活
動
が
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

林
道
を
「
木
を
運
ぶ
道
」
か
ら
「
人
と
自

然
を
つ
な
ぐ
道
」
へ
と
再
定
義
す
る
こ
と

は
、
幸
田
町
が
目
指
す
「
緑
住
文
化
都
市
」

や
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
」
に
も
合

致
す
る
も
の
で
あ
り
、
町
の
未
来
を
豊
か

に
彩
る
重
要
な
一
歩
に
な
り
ま
す
。

10 三ヶ根線

Selection

林
道

京
ヶ
峯
線

遠
望
嶺
線

鷲
ヶ
峯
線

水
晶
山
か
ら
の
眺
め

須
美
南
山
１
号
線

一
之
小
屋
線

坂 

崎

小
学
校
区

幸 

田

小
学
校
区

荻 

谷

小
学
校
区

深 

溝

小
学
校
区

豊 

坂

小
学
校
区

中 

央

小
学
校
区

7

8

10

9

福地線三ヶ根山
登山道

（三ヶ根線）

須美南山2号線

力ヶ入線

林道を歩いて
心と身体をリフレッシュ！
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鉄
道
沿
線
と
住
宅
地
の
す
ぐ
そ

ば
に
広
が
る
里
山
は
、
徒
歩
圏

で
自
然
に
触
れ
ら
れ
る
極
め
て

希
少
な
地
域
資
源
で
す
。

水
辺
と
森
林
が
織
り
な
す
景
観

は
四
季
を
豊
か
に
映
し
出
し
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
学
び
と

憩
い
の
場
と
し
て
活
用
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

坂
崎

生
活
圏
と
隣
り
合
う

”身
近
な
里
山
“

地
区

Sakazaki

深
溝
松
平
家
ゆ
か
り
の
史
跡
と
、

た
め
池
の
静
か
な
水
辺
が
美
し

い
地
区
で
す
。

落
ち
着
い
た
自
然
環
境
と
新
し

い
交
流
拠
点
（
カ
フ
ェ
な
ど
）

が
融
合
し
、「
歴
史
と
自
然
、
人

の
活
動
が
調
和
す
る
地
域
資
源
」

と
し
て
高
い
魅
力
を
持
ち
ま
す
。

深
溝

歴
史
文
化
と

共
に
息
づ
く
里
山

地
区

Fukōzu

県道78号からJR相見駅を望む

相見川

林道一之小屋線 石塚下池

京ヶ峯展望台本光寺紫陽花まつり小原川砂防ダム

三ヶ根線本光寺　本堂

深溝断層県道41号 メタセコイア並木

三村神社 神前橋

910



大草神社

山
あ
い
の
森
、
た
め
池
、
寺
社

な
ど
が
つ
な
が
り
、
自
然
と
信

仰
が
重
層
的
に
残
る
地
域
で
す
。

地
域
住
民
の
保
全
活
動
や
学
び

の
場
と
し
て
も
活
用
が
進
み
、

里
山
の
”未
来
へ
の
継
承
“を
象
徴

す
る
地
区
と
い
え
ま
す
。

荻
水
と
森
が
奏
で
る

文
化
景
観

地
区

Ogi

猿
田
彦
神
社
を
は
じ
め
と
す
る
社
叢

は
、
古
く
か
ら
人
々
の
営
み
と
自
然

の
調
和
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

祭
礼
や
文
化
が
息
づ
く
こ
の
地
域

は
、「
自
然
と
信
仰
の
つ
な
が
り
」

が
風
景
を
形
づ
く
る
特
性
を
持

ち
、
交
流
・
学
習
の
場
と
し
て
の

価
値
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

大
草

神
社
と
社
叢
に

守
ら
れ
た
里
山
の
時
間

地
区

Ōkusa

大井池の紅葉浄土寺の山門と参道階段

林道深山線林道鷲ヶ入中口線
国道23号バイパス

幸田芦谷インター 付近側道より

貴嶺宮 本殿不動ヶ池猿田彦三河神社 参道

大井池弁財天

遠望嶺山 から幸田、岡崎平野を望む尾浜川沿いの桜

1112



高
台
の
水
晶
山
か
ら
望
む
三
河
湾

は
、
町
内
屈
指
の
景
観
資
源
で
す
。

谷
筋
の
自
然
が
豊
か
で
、
静
け
さ

と
開
放
感
を
同
時
に
味
わ
え
る
地

区
で
あ
り
、
観
光
・
滞
在
型
の
交

流
拠
点
と
し
て
大
き
な
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
備
え
て
い
ま
す
。

三
河
湾
を
望
む

”眺
望
の
里
山
“

地
区

Mutsuguri

六
栗

こ
れ
ら
の
地
区
に
共
通
す
る
価
値
は

「
人
と
自
然
の
共
奏
」。

生
活
・
文
化
・
歴
史
が
積
層
し
な
が
ら
、

町
民
と
訪
れ
る
人
の
心
を

つ
な
ぐ
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
と
自
然
の
共
奏

JR幸田駅と水晶山

宝谷池4号と農地水晶山登山道より三河湾を望む国道23号バイパス幸田須美インター付近側道より水晶山方面を望む

須美南山１号線 竹林須美南山１号線

新池
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幸
田
町
が
目
指
す
”里
山
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
“は
、
自
然
と
人
の
関
係
性
を
再
構
築
し
、

暮
ら
し
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
を
向
上
さ
せ
る

地
域
モ
デ
ル
で 

「
自
然
と
共
に
あ
る
暮
ら

し
が
、
心
身
・
社
会
・
地
域
に
豊
か
さ
を

も
た
ら
す
状
態
」 

を
指
し
ま
す
。

幸
田
町
に
お
け
る
里
山
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

は
次
の
５
つ
の
視
点
に
基
づ
き
ま
す
。

自
然
と
人
が

響
き
合
う

暮
ら
し
の
質

里
山
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は

3

自
然
の
恵
み
を

授
か
る

暮
ら
し
の
再
生

里
山
は
、
薪
炭
材
、
落
ち
葉
堆
肥
、
山

菜
・
薬
草
、
湧
水
・
た
め
池
な
ど
、
人

の
生
活
を
支
え
る
総
合
的
な
資
源
供
給

地
で
し
た
。
こ
の
自
然
の
恵
み
を
再
評

価
す
る
こ
と
で
、
環
境
教
育
や
体
験
型

観
光
、
地
域
文
化
継
承
の
基
盤
と
な
り
、

「
自
然
と
人
が
資
源
を
分
か
ち
合
う
循

環
」
は
、
現
代
の
持
続
可
能
な
暮
ら
し

の
ヒ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

幸
田
町
の
里
山
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
、
自
然
・
文
化
・
人
々
の
営
み
の
”調
和
“を
未
来
へ
つ
な
ぐ
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。

View1

Well-being

人
の
営
み
が
紡
ぐ

多
様
な
景
観

雑
木
林
、
竹
林
、
棚
田
、
社
叢
、
た
め
池
、

林
道
な
ど
、
地
域
ご
と
に
異
な
る
里
山

の
姿
は
、
人
の
手
が
加
わ
る
こ
と
で
生

ま
れ
た
景
観
で
す
。
明
る
い
雑
木
林
は

昆
虫
や
草
花
を
育
み
、
た
め
池
は
生
態

系
と
農
を
支
え
る
”水
の
文
化
“を
形
成

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
生
活
と
自
然
が

織
り
な
す
「
文
化
景
観
」
と
し
て
大
き

な
価
値
を
持
ち
ま
す
。

View2

世
代
や
地
域
を

越
え
た
共
生

子
ど
も
、
子
育
て
世
帯
、
働
き
盛
り
世

代
、
高
齢
者
、
そ
し
て
町
外
の
人
が
里

山
を
介
し
て
つ
な
が
る
こ
と
で
、
孤
立

や
分
断
を
超
え
た
社
会
参
加
の
機
会
が

生
ま
れ
ま
す
。

View3

心
身
の
健
康
・

学
び
・
文
化
の
拠
点

森
林
浴
、
散
策
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
、
自

然
観
察
、
地
域
祭
祀
。

自
然
に
触
れ
る
こ
と
は
心
の
安
定
を
も

た
ら
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
文
化

継
承
に
も
繋
が
り
ま
す
。

View4

交
流
人
口
・

関
係
人
口
を

育
む
地
域
資
源

里
山
の
静
け
さ
、
景
観
、
文
化
、
林
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、ア
ウ
ト
ド
ア
、ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
活
用
で
き
、
人
と
地
域
の

新
し
い
関
係
を
生
み
出
し
ま
す
。

View5

幸田しだれ桜まつりと春化粧の水晶山（幸田文化公園）

林道 遠望嶺線道中の清水マシュマロ焼き

六栗活動拠点エリア ブランコ

筆柿収穫体験

熊野神社 鎮守の杜
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3

幸
田  

の
資
産
、里

山
を
知
る

里
山
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を

令
和
７
年
11
月
19
日
に
、
人
間
環
境
大
学 

環
境
科
学
部 

フ
ィ
ー
ル
ド
生
態
学
科　

准

教
授  

江
口
則
和
氏
を
講
師
に
迎
え
「
幸

田
の
資
産
、
里
山
を
知
る
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
し
ま
し
た
。

江
口
准
教
授
は
町
内
各
地
区
の
里
山
を

紹
介
し
、「
幸
田
町
な
ら
で
は
の
特
徴
は
、

歴
史
、
信
仰
、
文
化
に
支
え
ら
れ
た
自
然

景
観
が
生
活
空
間
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ

と
だ
」
と
し
た
上
で
、「
林
業
の
た
め
に

作
ら
れ
た
林
道
や
人
工
林
を
地
域
資
源
と

捉
え
て
整
備
す
れ
ば
、
健
康
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
観
光
な
ど
今
日
的
な
活
用
の
可

能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
解
説
し

ま
し
た
。

さ
ら
に
「
そ
う
は
言
っ
て
も
、
上
か
ら

目
線
か
ら
の
押
し
付
け
は
反
発
を
招
く
の

で
、
住
民
、
行
政
、
企
業
な
ど
が
一
緒
に

な
っ
て
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
や
地
域
モ
デ

ル
を
構
築
す
る
こ
と
が
魅
力
的
な
ま
ち
を

作
り
、
里
山
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現

に
つ
な
が
る
と
思
う
」
と
語
り
ま
し
た
。

大草神社

Seminar

1718

鷲田神明宮 総代
及川賢考氏

人間環境大学 環境科学部 フィールド生態学科　准教授  江口則和氏

大草神社 宮司
磯部一郎氏

貴嶺宮 宮司
山蔭仁嘉氏

愛知大学
元副学長 黒柳孝夫氏

私
自
身
は
幸
田
町
出
身
で
は
な
い
が
、

昔
か
ら
の
人
た
ち
と
新
し
い
人
た
ち

が
一
緒
に
な
っ
て
鎮
守
の
森
を
大
事

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

当
然
森
の
木
は
痛
む
。
手
入
れ
や
管
理

は
大
変
だ
が
、
今
手
を
打
つ
こ
と
で
次

の
世
代
、
そ
の
次
の
世
代
に
残
せ
る
と

思
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
。

効
率
や
生
産
性
ば
か
り
を
追
い
求
め
、
便
利

で
安
全
で
あ
れ
ば
い
い
と
い
う
風
潮
は
見
直

す
べ
き
。（
幸
田
町
の
）
文
化
財
保
護
委
員
と

し
て
筆
柿
の
木
を
文
化
財
に
指
定
し
た
が
、

自
然
環
境
も
文
化
で
あ
り
、
町
民
と
共
に
共

有
し
た
い
。

昨
今
、『
鎮
守
の
森
は
何
の
役
に
立
っ
て
い
る

の
か
』
と
の
質
問
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ

た
。
し
っ
か
り
答
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
感

じ
る
。
ま
た
森
の
中
は
携
帯
電
話
の
電
波
が

届
か
な
い
こ
と
が
幸
い
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
デ

ト
ッ
ク
ス
が
で
き
る
。
そ
う
い
う
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
の
価
値
も
提
供
し
て
い
き
た
い
。

貴嶺宮鷲田神明宮

里
山

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー

志
賀
幸
弘

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

幸
田
町
シ
ニ
ア
・
シ
ル
バ
ー
世
代

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

副
セ
ン
タ
ー
長



320

383

248

41

383

325

国道23号名
豊道
路

深溝愛宕山

菅田

大迫

桐山 上六栗深田

夏目吉信の墓

幸田駅

幸
田
中
央
公
園

秋
葉
神
社

スーパーセンター
トライアル幸田店 至 蒲郡・浜松

ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー

オ
ー
ク
ワ
幸
田
店

幸
田
文
化
公
園

六栗城址

東
海
道
新
幹
線

野場

須美

デンソー幸田製作所

幸田桐山 IC

道の駅　筆柿の里・幸田

卍明善寺

火神社

長久寺

六栗八幡宮

六栗西山線（予定）

卍

卍

豊坂神社

2323

3
幸田町蒲郡市境界

20 19

共
生
へ
の
挑
戦

４国
道
23
号
バ
イ
パ
ス

沿
線
か
ら
始
ま
る

新
た
な
地
域
交
流1

この４つのエリア内を回遊するこ
とによる魅力の情報発信から次の
可能性に繋げられます。特に、道
の駅「筆柿の里・幸田」を拠点に
した回遊は、町外来場者に強くア
ピールすることができます。

可能性のある４つのエリア

道の駅「筆柿の里・幸田」か
ら幸田須美インター周辺ま

2
幸田須美インターから西尾市
境まで

3
道の駅「筆柿の里・幸田」か
ら幸田桐山インター周辺まで

4
幸田芦谷インターから蒲郡市
境まで

メタセコイア並木

幸田サーキットyrp桐山

やまびこ館

円性寺小井文字

深溝断層

恋文字の森

側道から茶臼山方面を望む4

幸
田
町
の
国
道
23
号
バ
イ
パ
ス
添
い
の

里
山
は
、
単
な
る
自
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
の
働
き
と
、森
の
息
づ
か
い
が
交
わ
る 

 

”環
境
そ
の
も
の
“で
す
。

新
し
い
価
値
を
生
む
場
所
に
は
、
い
つ

も
豊
か
な
風
景
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
の
里
山
は
、
そ
の
舞
台
の
ひ
と

つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

岩松寺

里山ガーデン

西尾いきもの
ふれあいの里

小草池

万灯山

力ヶ入池

水晶山線

水晶山

六栗西山森の道
整備隊活動拠点

力ヶ入線

豊坂ほっと館

ゲンジボタルの里

無の里

茶臼山

心の駅「いやしろち」

西尾市幸田町境界

至 名古屋

桐山グラウンド

須美南山 2号線

平原の滝
（西尾市）茶臼山 203

展望台（西尾市）

須美南山 1号線

琴沢調整池

1

2

幸田芦谷 IC

卍

幸田須美 IC

本光寺 紫陽花まつり
卍

44
2

1

36

幸田文化公園希望の塔より国道23号バイパスと
国道248号の交差箇所を望む

2

1
デンソー 幸田製作所 と国道
23号バイパス高架、東海道
新幹線を一望に収める

火神社鳥居から国道23号バイパスを望む3

みかんの果樹畑を眺める5

6

西尾市 茶臼山 203 展望台から北東
を望むと手前に国道23号バイパス
と工場群、遠くに相見駅周辺や坂
崎の市街地を見渡す

フタバ産業 須美工場国道23号名豊道路 岡崎バイパス 幸田須美IC
須美工業団地

幸田町立北部中学校

岡崎中央総合公園

岡崎市中央
クリーンセンター

JR相見駅

大岩山

京ヶ峯

こうたのもも

愛知産業大学

愛知県立幸田高等学校

幸田町立
坂崎小学校

中村精機 須美工場

ソニーグローバル
マニュファクチャリング＆
オペレーションズ  幸田サイト

蘇美天神社

力ヶ入池

Cafe縁

北山

如意寺

水晶山

弓取山

伝建蘇美命墳墓

敬覚寺

川本鋼材 三河DF

日本ベローズ工業 幸田工場

岡崎城

万灯山

岡崎市
中心市街地

イオンモール岡崎
岡崎南公園

須美北山



22 21

道
の
駅「
筆
柿
の
里
・
幸
田
」か
ら

幸
田
須
美
イ
ン
タ
ー
周
辺
ま
で

1

可能性のある
４つのエリア

道の駅「筆柿の里・幸田」を拠
点に、下り線側道添いの里山を
楽しむ。
西側に点在する柿、みかんの果
樹畑を眺められるコース。
上り線側道への横断橋が三個所
あり、お好みのコース設定が可
能。自動車は片側通行。

Point

A

B

C

D

E

G

F

A

幸
田
須
美
イ
ン
タ
ー
か
ら

西
尾
市
境
ま
で

2

可能性のある
４つのエリア

B

C

D

E

G

F

幸田須美インターから、上り線
側道添いの里山を楽しむ。
東側に点在する柿、みかんの果
樹畑を眺められるコース。
上り線側道への横断ガードが六
個所あり、お好みのコース設定
が可能。自動車は片側通行。

Point

325

292
野場西

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線

デンソー西尾製作所

菱池

N

320

383

248

383

325

国道23号名
豊道
路

深溝愛宕山

菅田

大迫

桐山 上六栗深田

夏目吉信の墓

幸田駅

幸
田
中
央
公
園

秋
葉
神
社

スーパーセンター
トライアル幸田店 至 蒲郡・浜松

本光寺 紫陽花まつり

ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー

オ
ー
ク
ワ
幸
田
店

幸
田
文
化
公
園

六栗城址

東
海
道
新
幹
線

野場

須美

デンソー幸田製作所

幸田桐山 IC

卍明善寺

火神社

長久寺

六栗八幡宮

六栗西山線（予定）

卍

卍

卍

豊坂神社
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幸田サーキットyrp桐山

円性寺小井文字

深溝断層

恋文字の森

岩松寺

里山ガーデン

西尾いきもの
ふれあいの里

小草池

万灯山

水晶山線

水晶山

六栗西山森の道
整備隊活動拠点

力ヶ入線

豊坂ほっと館

ゲンジボタルの里

茶臼山

心の駅「いやしろち」

西尾市幸田町境界

桐山グラウンド

茶臼山 203
展望台（西尾市）

須美南山 1号線

琴沢調整池

幸田芦谷 IC

4

卍

幸田須美 IC

2

3

道の駅
筆柿の里・幸田

292

デンソー西尾製作所

325
須美

23

幸田サーキットyrp桐山

里山ガーデン

西尾いきもの
ふれあいの里

小草池

万灯山

ゲンジボタルの里

茶臼山

心の駅「いやしろち」

西尾市幸田町境界

至 名古屋

桐山グラウンド

茶臼山 203
展望台（西尾市）

須美南山 1号線

2
幸田須美 IC

道の駅
筆柿の里・幸田

A

B

D

E
F

G

C

B

D

E

F

G

C

A



道
の
駅「
筆
柿
の
里
・
幸
田
」か
ら

幸
田
桐
山
イ
ン
タ
ー
周
辺
ま
で

3

可能性のある
４つのエリア

道の駅から幸田桐山インターま
での上り線側道添いの里山を楽
しむ。
東側に点在する柿、みかんの果
樹畑を眺められるコースと、西
側の田畑を手前に、西側の稜線
を楽しむことができる。
上り線側道への横断ガードが七
個所あり、お好みのコース設定
が可能。
自動車は両側通行となるが、東
側の側道は一部分のみとなる。

Point

A

B

C

D

E

G

F

A

幸
田
芦
谷
イ
ン
タ
ー
か
ら

蒲
郡
市
境
ま
で

4

可能性のある
４つのエリア

B

C

D

E

G

F

幸田芦谷インターから蒲郡市境
までの上り線側道添いの里山と
稲基池、下り線側道添いの里山
を眺め楽しむことができる。
上り下り線側道への横断ガード
が一個所ある。自動車は両側通
行となる。
幸田芦谷インター東の下り線側
道はバイパスよりも高い位置に
あり、幸田駅前市街地を眼下に
見下ろしながら稜線の眺めを楽
しむことができる。

Point

至 蒲郡・浜松

本光寺 紫陽花まつり

デンソー幸田製作所

卍

幸田芦谷 IC

325

292
野場西

デンソー西尾製作所

菱池

41

325

国道23号
名豊
道路

大迫

野場

須美

幸田桐山 IC

六栗西山線（予定）

卍

豊坂神社

23

メタセコイア並木

幸田サーキットyrp桐山

やまびこ館

小井文字

深溝断層

恋文字の森

岩松寺

里山ガーデン

西尾いきもの
ふれあいの里

小草池

万灯山

水晶山線

水晶山

六栗西山森の道
整備隊活動拠点

力ヶ入線

豊坂ほっと館

ゲンジボタルの里

茶臼山

心の駅「いやしろち」

西尾市幸田町境界

至 名古屋

桐山グラウンド

茶臼山 203
展望台（西尾市）

琴沢調整池

2
幸田須美 IC

桐山

383

320

C
B

F

E

D
A

道の駅
筆柿の里・
幸田 A B

D
E G

C
F

祢宜山

G

2324



＊SDGs（持続可能な開発目標）とは、
2030 年までに持続可能でより良い世界
を目指すための国際目標です。 
＊CSR（企業の社会的責任）とは、企業
が利益を追求するだけでなく、社会や環
境に対しても責任を持ち、積極的に貢献
することを求める考え方です。
＊ESG とは、持続可能な社会の実現に向
けて、企業のあり方を環境（Environment）、
社会（Social）、企業統治（Governance）
の頭文字を取った言葉で、企業や投資活
動において、これらの要素を重視する考
え方を指します。

４
つ
の
エ
リ
ア
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
、

４
つ
の
可
能
性

❶ 

里
山×

交
流
の
可
能
性

国
道
23
号
バ
イ
パ
ス
沿
線
の
里
山
は
、
ア

ク
セ
ス
性
の
高
さ
か
ら

・
散
策
・
森
林
浴

・
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

・
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

・
自
然
観
察

・
歴
史
文
化
学
習

な
ど
、
多
様
な
活
動
が
展
開
し
や
す
い
特

性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

 

未
舗
装
林
道
や
作
業
道
は
、
自
然
の
質
を

保
ち
な
が
ら
適
度
な
傾
斜
と
距
離
を
提
供
し
、

　

初
心
者
で
も
安
全
に
楽
し
め
る
”森
林
ス

ポ
ー
ツ
基
盤
“と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

❷ 

関
係
人
口
を
育
て
る

”里
山
参
加
型
“の
仕
組
み

・
里
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ

・
森
林
保
全
活
動
へ
の
参
加

・
企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
＊
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
＊
、Ｅ
Ｓ
Ｇ
研
修
＊

・
地
域
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
共
創

な
ど
、
町
外
か
ら
の
参
加
者
と
地
域
住
民
が
協

働
す
る
仕
組
み
は
、
里
山
保
全
の
持
続
性
を
高
め

る
と
同
時
に
、
人
の
つ
な
が
り
を
創
出
し
ま
す
。

❸ 

文
化
・
歴
史
・
景
観
を
活
か
し
た 

地
域
交
流

国
道
23
号
バ
イ
パ
ス
を
活
か
し
た
、
坂
崎

の
身
近
な
自
然
、
深
溝
の
史
跡
、
荻
の
水
辺
、

大
草
の
社
叢
、
六
栗
の
眺
望
、
地
区
ご
と
の

物
語
を
織
り
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
来
訪
者
に

 

”地
域
を
歩
く
楽
し
さ
“を
提
供
で
き
ま
す
。

そ
し
て
高
齢
者
の
社
会
参
加
、
役
割
づ
く

り
、
健
康
増
進
に
も
期
待
で
き
ま
す
。

里
山
は
そ
の
中
心
と
な
る
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ

り
、
次
の
よ
う
な
観
点
で
活
用
が
可
能
で
す
。

①
林
道
・
遊
歩
道
整
備
へ
の
参
加

（
活
動
型
健
康
づ
く
り
）

下
草
刈
り
、
軽
作
業
、
見
回
り
活
動
は
、

身
体
へ
の
負
担
が
少
な
く
安
全
で
、
運
動
効

果
も
期
待
で
き
ま
す
。

②
里
山
ガ
イ
ド
・
里
山
案
内
人
の
養
成

（
役
割
の
創
出
）

地
域
の
歴
史
・
自
然
を
語
れ
る
人
材
は
、

町
内
外
の
来
訪
者
の
案
内
役
と
し
て
重
要
と

な
り
ま
す
。

③
間
伐
材
・
竹
材
の
利
活
用

（
働
く
場
づ
く
り
）

竹
炭
、
チ
ッ
プ
、
ク
ラ
フ
ト
な
ど
、
小
規

模
で
も
持
続
的
な
仕
事
が
生
ま
れ
ま
す
。

④
交
流
拠
点
の
整
備

（
社
会
参
加
の
接
点
づ
く
り
）

カ
フ
ェ
、
集
会
所
、
体
験
拠
点
を
核
に
、

地
域
住
民
と
来
訪
者
が
混
ざ
り
合
う
場
所

を
形
成
し
ま
す
。

❹ 

国
道
23
号
バ
イ
パ
ス
沿
線
の
提
言（
案
）

・
里
山
回
廊
（
ト
レ
イ
ル
＋
林
道
）
化
に

　

  

よ
る
周
遊
性
向
上

・
ビ
ジ
タ
ー
向
け
案
内
・
観
察
ポ
イ
ン
ト
の
整
備

・
文
化
・
景
観
資
源
を
結
ぶ

・「
里
山
ス
ト
ー
リ
ー
」
発
信

・
企
業
研
修
・
教
育
旅
行
の
誘
致

・
カ
フ
ェ
・
地
域
拠
点
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

こ
れ
ら
の
地
域
は
、

「
訪
れ
る
人
と
地
域
が
共
に
里
山
を

育
て
る
交
流
拠
点
」
と
し
て
、
新

し
い
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
は
、

「
町
内
外
の
人
び
と
が
集
い
、

  

関
わ
り
、
共
に
育
て
る
里
山
」 

   　
　
　
　
　

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。

西尾市 茶臼山 203展望台から相見・坂崎方面を望む

　　　

　　　

水晶山 登山道

芋掘り体験

六栗西山森の道整備隊
活動拠点エリアでのアクティビティ

国
道
23
号
バ
イ
パ
ス
は
東
三
河
・
西
三
河
を
つ
な
ぐ
広
域
交
通
軸

で
あ
り
、
町
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
に
優
れ
、
里
山
原
風
景
が
近
接

す
る
貴
重
な
地
域
で
も
あ
り
、
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
増
加
に

向
け
た
「
新
た
な
里
山
フ
ロ
ン
ト
」
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。

バ
イ
パ
ス
の
側
道
は
、
起
伏
が
な
く
身
体
の
負
担
も
な
い
の
で
、

安
全
・
安
心
に
楽
し
く
歩
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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六栗西山森の道 水晶山展望スポットにてご来光を拝む

里
山
未
来
風
景

未
来
を
つ
く
る

”共
奏
の
ま
ち
“へ

5

生
活
圏
か
ら
数
分
で
里
山
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、

子
ど
も
た
ち
が
自
然
の
中
で
遊
び
、
大
人
は
散

策
や
森
林
浴
を
楽
し
む
ま
ち
。

自
然
と

暮
ら
し
が

近
い
ま
ち

1
共奏
のまち

安
全
に
整
備
さ
れ
た
林
道
・
作
業
道
が
、

・
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

・
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

・
自
然
観
察

・
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
舞
台
と
な
り
、
里
山
を
楽
し
む
多
様
な
人
を

迎
え
る
ま
ち
。

既
存
の
林
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

広
げ
る
活
動
の
場

4
共奏
のまち

資
源
循
環
、
森
林
管
理
、
環
境
教
育
、
健
康
づ

く
り
が
一
体
と
な
り
、
環
境
・
社
会
・
経
済
の

調
和
し
た
未
来
を
創
り
出
す
ま
ち
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

と
し
て
の

持
続
可
能
な
ま
ち

5
共奏
のまち

町
外
の
人
が
訪
れ
、
関
わ
り
、
学
び
、
ま
た
帰
っ

て
く
る
。

”ま
ち
の
フ
ァ
ン
“が
増
え
、
里
山
保
全
に
参
加

す
る
新
し
い
関
係
人
口
が
育
つ
ま
ち
。

交
流
で

育
つ
里
山

2
共奏
のまち

社
叢
、
祭
礼
、
た
め
池
、
里
地
里
山
の
景
観
が
、

地
域
の
誇
り
と
し
て
未
来
へ
引
き
継
が
れ
る
ま
ち
。

文
化
と
歴
史
が

生
き
る
風
景

3
共奏
のまち

幸
田
町
の
里
山
は
、
過
去
の
遺
産
で
は
な
く
、

未
来
を
つ
く
る
資
産
。

人
と
自
然
が
共
に
歩
む
”里
山
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
“の
取
り
組
み
は
、
こ
れ
か
ら
の
町
の

豊
か
さ
を
形
づ
く
る
礎
と
な
り
ま
す
。
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幸
田
町
の
里
山
が
描
く
未
来
は
、
単
な
る
保

全
で
も
開
発
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

人
と
自
然
が
互
い
に
響
き
合
い
、
文
化
と
暮

ら
し
を
育
む
”共
奏
の
未
来
“で
す
。

そ
の
未
来
風
景
は
、
次
の
よ
う
な
姿
と
し
て

具
体
化
し
て
い
き
ま
す
。
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ま
と
め

６

幸
田
町
の
里
山
は

過
去
の
遺
産
で
は
な
く
、

未
来
を
つ
く
る
舞
台
で
す
。

里
山
を
「
住
む
人
」
だ
け
で
な
く
、

「
訪
れ
る
人
」「
関
わ
る
人
」
へ
と
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、

幸
田
町
の
未
来
像
で
あ
る 

緑
住
文
化
都
市 

が
深
化
し
、

そ
れ
を
見
据
え
た
「
共
生
へ
の
挑
戦
」
と
し
て
、

町
内
外
の
人
々
と
と
も
に
、

次
世
代
へ
誇
れ
る
里
山
を
育
て

里
山
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。



識
者
の
言
葉

7
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植
物
を
管
理
す
る
論
理
。
植
物
を
手
入
れ
す
る

論
理
。
植
物
を
管
理
す
る
と
は
植
物
の
特
性
を
無

視
し
て
人
間
の
都
合
の
良
い
よ
う
に
植
物
を
管
理

す
る
こ
と
、
植
物
を
手
入
れ
す
る
と
は
植
物
の
特

性
を
尊
重
し
な
が
ら
手
入
れ
す
る
こ
と
で
す
。
現

代
の
私
た
ち
は
自
己
本
位
に
生
き
て
い
る
よ
う
で
、

実
は
植
物
を
管
理
す
る
論
理
の
よ
う
に
自
ら
を
管

理
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
逆
に
い

え
ば
、
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
肯
定
し
た
生
き

方
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

私
た
ち
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
く
市
場
経

済
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
な
お
市
場
経
済
の

な
か
に
自
分
た
ち
の
居
場
所
を
求
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
現
実
。
ま
す
ま
す
人
工
環
境
が
推
進

さ
れ
る
社
会
が
今
後
ど
の
よ
う
な
社
会
を
生
み

出
す
か
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
日
常
か
ら
抜
け

出
せ
な
い
で
い
ま
す
。
生
成
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
人
間
の
知
識
、
学
習

能
力
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
託
す
技
術
、
情
報

技
術
を
デ
ジ
タ
ル
化
さ
せ
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
領

域
に
浸
透
普
及
さ
せ
る
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
な
ど
。
バ
ー
チ
ャ

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
（
仮
想
現
実
）
に
厭
き
て
リ

ア
ル
（
現
実
）
を
求
め
て
い
る
の
に
そ
の
社
会

で
呼
吸
す
る
し
か
な
い
自
分
た
ち
が
い
ま
す
。

頭
で
考
え
る
能
力
も
大
事
で
す
。
一
方
心
で

感
じ
る
能
力
も
大
切
で
す
。
日
本
人
は
古
く
か

ら
人
間
の
気
持
ち
を
第
一
に
尊
重
し
て
き
ま
し

た
。
周
囲
の
人
間
に
対
す
る
気
づ
か
い
は
、
自

然
に
対
す
る
深
い
愛
情
と
深
く
結
び
つ
い
て
い

ま
し
た
。
里
山
を
歩
い
て
い
る
と
多
忙
な
日
常

の
な
か
で
日
頃
忘
れ
か
け
て
い
た
感
覚
が
甦
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

日
本
の
文
化
は
も
と
も
と
自
然
を
善
な
る
も
の

と
し
、
自
己
と
根
本
的
に
区
別
で
き
な
い
も
の
と

し
て
認
識
し
て
い
ま
し
た
。
和
歌
・
俳
句
・
絵
画
・

建
築
・
茶
道
な
ど
が
そ
れ
で
、
日
本
の
伝
統
文
化
・

日
本
人
の
品
性
は
こ
の
自
然
と
の
一
体
感
・
親
和

性
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
と
い
え
ま
す
。
諸

行
無
常
・
万
物
流
転
・
惻
隠
の
情
・
も
の
の
あ
は
れ
・

秘
す
れ
ば
花
・
わ
び
（
侘
び
）・
さ
び
（
寂
）・
余

白
の
美
・
・
・
・
・
。
初
め
て
の
方
は
一
度
辞
書

を
ひ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

企
業
論
理
で
あ
る
成
果
主
義
・
能
力
主
義
は

豊
か
さ
を
数
字
で
量
れ
ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り

の
喜
び
や
深
い
悲
し
み
は
決
し
て
数
字
で
は
量

れ
な
い
も
の
で
す
。
時
に
は
里
山
に
出
か
け
、

自
然
の
営
み
に
耳
を
す
ま
せ
、
心
を
解
放
さ
せ

た
い
も
の
で
す
。
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「
厭
き
る
」
と
は
、

何
か
に
対
し
て
嫌
気
が
さ
す
、
ま
た
は
嫌
に

な
る
と
い
う
意
味
で
す
。
例
え
ば
、
同
じ
仕
事

を
長
時
間
続
け
て
い
る
と
「
厭
き
る
」
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
言
葉
は
、
精
神
的
な
疲
れ
や

不
快
感
を
伴
う
こ
と
が
多
い
で
す
。

「
飽
き
る
」
と
は
、

 

何
か
に
対
し
て
興
味
や
関
心
が
薄
れ
る
こ

と
を
指
し
ま
す
。
例
え
ば
、
同
じ
食
べ
物
を
毎

日
食
べ
て
い
る
と
「
飽
き
る
」
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
言
葉
は
、
単
調
さ
や
繰
り
返
し
に
よ

る
退
屈
感
を
表
し
ま
す
。

現
代
社
会
の
な
か
の
「
里
山
」

管
理
す
る
こ
と
、

手
入
れ
す
る
こ
と

内
と
外
の
す
み
わ
け

ああ

あ

そ
く
い
ん

六栗西山森の道 水晶山登山道にて
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続
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歩
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